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業務多忙な中、第 9 期「協同を学ぶ」インターンシップにご協力いただいた各協同組合と

社会的企業の皆様に感謝申し上げます。2022 年度は、新型コロナ感染症による影響が続く

中、17 団体に参加いただき、12 大学 19 名の学生が活動することが出来ました。 

 

今年度はコロナ禍の中でも、体験実習をプログラムに組み込んだ団体も多く、その内容は

学生チームと受け入れ団体との対話を通して決定されたということで、スタート時点から

主体性を育む内容となりました。全体会もリアルでは報告会のみでしたが、オンラインでの

打ち合わせ等を上手くこなして進められたと思います。 

 

さて、学生チームメンバーは、就労を目的としないインターンシップという特徴ある取り

組みに対し、テーマや調査項目を話し合い、協同で作業を進めました。体験を通して知識だ

けではない学びの機会となったのでないでしょうか。新たに労働者協同組合法が施行され

た年という事も関係しているのか、協同組合の取り組みや魅力にとどまらず、課題やその解

決について考え深めた報告もありました。 

 

インターンシップ生は、協同組合や社会的企業の目指す姿を知り視野を広げ「仕事とは」

「働くとは」について考え、つながり、助け合うことの重要性に気付くことが出来ました。

今度は、この貴重な体験を次につなげる役割を担ってくれると期待しています。 

 

インターンシップ修了おめでとうございます。 

 

2022 年 12 月 31 日 

一般社団法人くらしサポート・ウィズ 

理事長 吉中 由紀 

貴重な体験を次につなげる役割を 

第 9 期「協同を学ぶ」インターンシップを終えて 



 

 

理事長あいさつ 
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つながりインターンシップ＠協同とは 

【目的】 

・若者に協同組合や社会的企業のミッションや仕事、人との関わりを伝える 

・その体験を通して若者に「仕事とくらしの関係」や「働くことの意味や本質的な価値」を考えてもらう 

・受入団体や主催者も学生とのふれあいから、自らのミッションや仕事を振り返える 

・一連の流れを通してインターンシップに参加する関係者全てで「協同」や「人とのつながり」について 

共に考える 

 ・協同組合や社会的企業、教育機関連携で「協同の人材育成」につながる基盤形成をめざす 

【特徴】 

・受入れは異種/異分野の協同組合や社会的企業で、希望に添った団体で職場体験し、体験を 

学生同士で共有し学びを深める場がある 

・インターカレッジでの交流を通して、さまざまな考えを知り学生自身の世界が広がる 

・社会人との交流を通して、「働くこと」や「仕事」の自分のイメージが具体的になる 

・フラットな関係を大事にしたプログラムで学生が主体的に伸び伸びと学べる 

・学生個人の特長や良さをインターンシップ修了の贈り物として伝える 
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【学生名簿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学生の社会問題に対する意識】 

1 貧困問題（住居喪失不安定就労者／ネットカフェ） 

2 ニート・SNEPの増加（社会的負荷の増大・不安定化／つながりの欠如） 

3 若者の生き難さ（多様な生き方を認められる社会に） 

4 人間らしい働き方（民主主義と主体的参加／協同組合の課題） 

5 中小企業（継業／IT化／ジェンダー平等／地域経済の活性化と協同金融） 

6 中小企業の継業（多くの知識や技術をもった優良中小企業の廃業／雇用） 

7 人口減少（これまでと異なる日本社会のあり方／地域のあり方） 

8 教育問題（教員の不足／子どもの教育を受ける権利の平等性確保） 

9 食料自給率（他国との食料自給率や農生産物輸入額との比較と日本の状況） 

10 ファストファッション（雇用／廃棄／コストの考え方／消費者との協働） 

11 地域における高齢者の食支援（食支援の必要性／食支援を通じた地域づくり） 

12 貧困問題（子どもの貧困／ひとり親／社会的損失） 

13 教育の機会格差（教育サービスの市場化） 

14 日本の貧困問題（日本人の平均的思考と可能な生活水準の齟齬） 

15 ジェンダー（日本のジェンダーギャップ指数／労働環境） 

16 フードロス（日本の食量自給率 37％／輸入食材と食料廃棄） 

17 持続可能な社会の実現（利益を追い求めるだけでは改善できない問題の多さ） 

18 食料自給率（農家の担い手不足の解消） 

19 貧困（食事の貧困と子どもの成長と健康との関係／孤食） 

 

社会的企業チーム 

立教大学院コミュニティ福祉学研究科 前期課程 1 年 

立教大学コミュニティ福祉学部コミュニティ政策学科 3 年生 

桜美林大学リベラルアーツ学群社会領域 2 年生 

目白大学社会学部社会情報学科 1 年生 

農業協同組合チーム 

日本大学生物資源科学部食品ビジネス学科 3 年生 

日本大学生物資源科学部食品ビジネス学科 3 年生 

生活クラブ生活協同組合チーム 

明治大学政治経済学部政治学科    4 年生 

立教大学経済学部経済学科 3 年生 

日本社会事業大学社会福祉学部福祉援助学科 2 年生 

パルシステム生活協同組合チーム 

日本大学生物資源科学部食品ビジネス学科 3 年生 

千葉大学教育学部小学校コース 2 年生 

東京家政大学栄養学部管理栄養学科 1 年生 

労働者協同組合チーム 

目白大学社会学部社会情報学科 3 年生 

目白大学社会学部社会情報学科 3 年生 

立教大学コミュニティ福祉学部コミュニティ政策学科 3 年生 

東京大学文科一類 2 年生 

協同金融チーム 

駒澤大学経済学部経済学科 3 年生 

東海大学健康学部健康マネジメント学科 3 年生 

産業能率大学経営学部マーケティング学科 3 年生 



 

【受入団体】 

 

1 一般社団法人全国労働金庫協会 

井吉 仙征 人事総務部副部長 

小林 ちとせ 人事総務部次長 

山口 祐美 調査役 

2 城南信用金庫 脇谷 悠太 人事部 

3 さがみ農業協同組合 

大澤 健司 総合企画室室長 

佐藤 由美 総合企画室地域ふれあい課課長  

福田 佳奈 総合企画室地域ふれあい課 

西部 敬  総合企画室地域ふれあい課 

4 JA神奈川県中央会 
岩堀 義一 総務企画部部長 

杉本 直子 総務企画部 

5 生活クラブ生活協同組合・東京 
上田 二士夫 総務部部長 

伊達  亮太朗  総務部人事教育課課長 

6 生活クラブ生活協同組合・神奈川 一政 伸子 総務部人事教育課 

7 

パルシステム生活協同組合連合会 
柴崎 知子 人事部人事 1課 

若林 祐貴 人事部人事 1課 

生活協同組合パルシステム東京 

平澤 一樹  人事部人事・育成課長 

庄司 万里恵 人事部人事・育成課 

吉沼 文弥 人事部人事・育成課 

生活協同組合パルシステム埼玉 渡部 慎太郎 人事課課長 

生活協同組合パルシステム神奈川 金子 萌菜 人事部採用育成課 

生活協同組合パルシステム千葉 
藤井 貴子 管理本部人事教育部主任 

柏原 勇太 管理本部人事教育部スタッフ 

8 
日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）

連合会 

浦上 航 未来人財部主任 

大菊 友梨子 未来人財部スタッフ 

9 
ワーカーズ・コレクティブ ネットワーク ジャパン 藤井 恵里 代表 

企業組合ワーカーズ・コレクティブ轍ケイアッシュ 田上 悠紀人 代表理事 

10 
社会福祉法人ふきのとうの会 

一般社団法人全国食支援活動協力会 

平野 覚治 理事長 

井藤 ゆり 事務局 

山森 奈於 事務局 

11 特定非営利活動法人ユースコミュニティー 
濱住 邦彦 代表理事 

山田 瑠璃香 職員 

12 特定非営利活動法人 APLA 
野川 未央 事務局長 

福島 智子 ぽこぽこバナナプロジェクト担当 



 

 

【大学関係および協力者】 

伊丹 謙太郎 法政大学大学院連帯社会インスティテュート 教授 

大高 研道 明治大学政治経済学部経済学科 教授 

石澤 香哉子 一般社団法人地域開発研究所／立教大学等 研究員／兼任講師 

久保 ゆりえ 明治大学商学部商学科 助教 

小関 隆志 明治大学経営学部公共経営学科 教授 

菰田 レエ也 鳥取大学地域学部地域学科 講師 

清水 みゆき 日本大学生物資源科学部食品ビジネス学科 教授 

竹内 友章 東海大学健康学部健康マネジメント学科 助教 

近本 聡子 愛知学泉大学家政学部ライフスタイル学科 教授 

津富 宏 静岡県立大学国際関係学部国際関係学科 教授 

中島 智人 産業能率大学経営学部経営学科 教授 

西城戸 誠 早稲田大学文学学術院文化構想学部 教授 

原田 晃樹 立教大学コミュニティ福祉学部コミュニティ政策学科 教授 

廣重 剛史 目白大学社会学部社会情報学科 准教授 

福本 麻紀 フクモト社会福祉士事務所／日本社会事業大学等 社会福祉士／兼任講師 

藤井 敦史 立教大学コミュニティ福祉学部コミュニティ政策学科 教授 

松本 典子 駒澤大学経済学部公共経済学科 教授 

三浦 一浩 公益財団法人生協総合研究所／日本大学等 研究員／兼任講師 

松尾 賢  一般社団法人日本協同組合連携機構 
協同組合連携部連携部 

連携推進マネージャー 

栁澤 敏勝 明治大学商学部商学科・国際労働研究所 名誉教授・客員研究員 

李 妍焱 駒澤大学文学部社会学科 教授 

東京家政大学 学生支援センターキャリア支援課インターンシップ担当 

立教大学 コミュニティ福祉学部キャリア支援室インターンシップ担当 

 

 

 

【企画運営学生】 

駒澤大学文学部社会学科 3年生 2020年度インターン生 

中央大学経済学部経済学科 4年生 2020年度インターン生 

立教大学文学部文学科フランス文学専修 2年生 2021年度インターン生 

産業能率大学経営学部経営学科 3年生 2022年度インターン生 

 

※インターンシップ紹介動画（くらしサポートウィズ HPより） https://kurashidial.or.jp/youth/ 

 

 心から感謝申し上げます 

https://kurashidial.or.jp/youth/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スケジュールと概要】 

行事 日程案 実施内容 

募
集 

インターンシップ 

募集・応募期間 

5/9～6/3 

二次募集締め切

り 6/20 

応募用紙を記入しインターンシッ

プ事務局へメールで提出 

 internship 

@kurashidial.or.jp 

事
前
準
備 

社会的事業の 

しごと説明会※ 

（WEB） 

5/21（土） 

13:00～15:00  
※インターンシッ

プの説明 

15:00～15:30 

社会的ミッションの事業を進めて

いる受入団体と直接、自由に話

し合える！  

※インターンシップはチームで。

学生の希望も含めてマッチング。 

キックオフ・イベント 

（WEB） 

7/2(土) 

13:30～16：30

（予定） 

インカレの学生チームの交流、

団体グループとの顔合わせと意

見交換。団体と学生でプログラ

ムについて意見交換。 

事前レクチャー 

（WEB） 

7/30（土） 

13:00～16:00 

事前準備、法人格の基礎知識、

大学生向け消費者教育、プレ社

会人のマナー等をレクチャー 

実
習
期
間 

インターンシップ期間 
原則夏季休暇 

8月～9月 

キックオフ・イベント時の話し合い

がプログラムに反映。プログラム

は受入グループで異なる。 

交流会 
（会場：労協連合会本部 

池袋） 

8/27（土) 

13:00～16:30 

（予定） 

各チームの体験を共有し仲間づ

くりへつなげる。昨年は先輩たち

が企画。社会人から話を聴き、

学生同士でいろいろ話し合った。 

今年はどんな企画にする？ 

修了報告会＆大交流

会（会場：労協連合会本
部 池袋） 

10/22(土） 

午後 

インターンシップの体験、学び、

気づきを学生、団体、大学等関

係者全員で共有し、交流も！ 

実施報告書（WEB）発行 12月中 ホームページに抜粋をアップ。 

修
了
後 

アフターフォロー※ 随時 

受入団体からの就職説明会、見

学プログラム、イベント案内、ボ

ランティア募集情報を提供。 

 

 

 

 

 

 

 

自分らしく生きるために 

私らしく「働ける場所」 

「しごと」ってどんなこと？？ 

 くらしに必要な仕事 

地域貢献や社会貢献。 

そんな社会的事業団体を 

知って見て、体験交流する！ 

 

 

【プログラムの目的と特徴】 

①社会的事業のさまざまな仕事、職場を知ることできる！ 

・自分の感じている社会問題からインターンシップに迫ります。 

・プログラムのテーマは学生チームと団体グループで話し決定します。 

②「自分は何のために働くのか」を考える機会に！ 

・それぞれの発見や気づきを大切にした事前レクチャーや体験を共有するため 

の交流会で学びを深めます。 

③仲間を作ろう！ 

・インターカレッジで同じような問題意識を持つ学生でチームを編成する他、学 

生同士で情報交換・交流、仕上げに修了報告会があります。 

④多くの社会人と出会う機会がある！ 

 ・受入団体も学生と交流することを楽しみにしています！関係はフラットに、就 

活では聞けない本音を聞ける機会がたくさんあります 

⑤気づきや感動を可視化して共有、自分の可能性が広がる！ 

・人とのつながりや信頼を学ぶことは自身の可能性を広げます。学びの仕上げ 

で学生チームへ「ここが素敵！“贈る言葉”」を伝えます。 

【つながりインターンシップ＠協同 主催】 

一般社団法人くらしサポート・ウィズ 
〒169-0072 東京都新宿区大久保 2-3-4 出光新宿ビル 4F 

TEL：03-6205-6719  FAX：03-3200-6134 

e-mail：internship@kurashidial.or.jp 

※【社会的事業のしごと説明会およびアフターフォロー 主催】 

協同組合バンク運営協議会よいしごとステーション 

〒169-0072 東京都新宿区西早稲田 2－4－7東京 DEW 
TEL：03-5937-4501  FAX：03-6380-3465 

e-mail：goodjob@roukyou.gr.jp 

 

つながりインターンシップ＠協同 
2022年度 プログラム案内 

受入団体グループ（編成の変更あり） 

社会的企業 

グループ 

ふきのとうの会 

特別非営利活動法人ユースコミュニティー 

特定非営利活動法人ＡＰＬＡ 

協同金融 

グループ 

城南信用金庫 

一般社団法人全国労働金庫協会（労働金庫） 

生活協同組合

①グループ 

生活クラブ生活協同組合・東京 

生活クラブ生活協同組合・神奈川  

生活協同組合

②グループ 

パルシステム生活協同組合グループ 

（東京・神奈川・埼玉・千葉・連合会の合同） 

農業協同組合

グループ 

さがみ農業協同組合 

ＪＡ神奈川グループ ＪＡ神奈川県中央会 

労働者協同組

合グループ 

日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会 

ワーカーズ・コレクティブ ネットワーク ジャパン 

企業組合ワーカース・コレィテブ轍ケイアッシュ 

 

つながりインターンシップ＠協同 応募概要 

【募集定員】 二次募集 10名（学年・専攻は問いません） 

【応募方法】 募集要項を確認の上、応募用紙を提出 

【応募締切】 2022年 6月 20日（月) 

 

 

 

 

                          

 

キックオフ・イベント 

学生チームおよび団

体グループと顔合わ

せ／意見交換 

大学への説明会等実施 

インターンシップの応募期間 

5/9～6/3 

※応募書式はウィズ HPに掲示                                

5/21 社会的事業の 

しごと説明会に参加 

（よいしごとステーション） 

つながりインターンシップ 参加のながれ 

応募書類、事務局より受理

確認メール／体験希望先を

第三希望まで事務局へ提出 

調査と

体験実

習へ 

本インターンシップは「くらしサポート・ウィズ」が運営する「くらしの相談」に

寄せられた生きづらさを抱えた若者の声から生まれました。 

「くらしサポート・ウィズ」は相談事業から表出する社会問題を「協同の力」で

解決するために様々な取り組みをしています。そんな中で、「よいしごと」とは

何かを追求している「よいしごとステーション」と出会いました。「学び」から「働

くこと」まで一連の流れの中で、人間らしいあり方、生きがい、しごとが本来持

っている「働く喜び」等を社会的事業団体と共に、これからを生きる若者へ伝え

たいと考え企画しています。 

 

mailto:web9@kurashidial.or.jp
mailto:web9@kurashidial.or.jp
mailto:internship@kurashidial.or.jp


 

 

 

 

 

インターンシップ実習体験報告 

 

 

＊修了報告会発表パワーポイント資料 

   ＊受入団体プログラム 

   ＊学生感想文 

   ＊受入団体より学生チームへ贈る言葉 















 

月日 時間 活動内容 インターン生の実習報告から 

8/8 
10時 

～13時 

ぽこぽこバナナマーケッ

ト準備 

APLAの事務所へ訪問 

早稲田大学のインターンの方と準備を進め広報を担当。よく

SNS で見るものを考えている人のすごさを体感し、自分の中

のアイディアが誰かの真似でしかないと気付く 

8/22 
10時 

～13時 

ぽこぽこバナナマーケッ

ト準備 

APLAの事務所へ訪問 

もう 1 人のインターン生の方と初対面。1 年でできることの差

が大きかった。ただ 1回目に事務所へ行った時より自分の考

えを出せた 

9/3 
9時半 

～18時 

ぽこぽこバナナマーケッ

ト運営 

規格外バナナの説明を早稲田のインターン生に任せてしまっ

た。レジとか販売物のおすすめはできた。NPO の方とお話し

する機会があって色んな事をお聞きできた 

9/4 
10時半 

～18時 

ぽこぽこバナナマーケッ

ト運営 

早稲田の方の説明を見様見真似で説明できた。たまたま訪

れてくれた NPO の方と APLA の方とのつながりができてて、

こうやってつながりができるのかと肌で感じた 

特定非営利活動法人 APLA                      ※画像はホームページより 

  

 ぽこぽこバナナプロジェクト 

流通の過程でどうしても廃棄されてしまう 

バランゴンバナナ の有効活用を検討・試行 

具体化するための新たなプロジェクト 

＊インターンシップでは広報を担当＊ 

バランゴンバナナは、砂糖価格の国際的暴落で飢饉にあえいだ砂糖プランテーションの農民を助けるためのネグロ

ス・キャンペーンから 1989 年に生まれました。生協と自然食品店が出資して会社（株式会社オルター・トレード・

ジャパン）を立ち上げ、民衆同士の助け合い「民衆交易」で育まれてきたバナナです。生協では、グリーンコープ（九

州中心）、生活クラブ生協、パルシステム生協等が産直取引・交流をしています。 



ＣＯＯＰインターンシップ プログラム 
 町会と連携した子どもの学び支援「夏休み宿題お助け塾」 
 
主催者：町会 
協力：ユースコミュニティー 
参加予定者：町会の子ども最大20人（小学生中心）および町会関係者（受付、施設管理） 
支援予定者：ユースコミュニティーのボランティア1回概ね7人程度 
活動内容：子ども達の夏休みの宿題サポート、カードゲーム、交流イベント 
日時：8/25～27 午前中  
スケジュール：9：30受付、10：00～11：30学習、11：30～12：00屋内遊び、12：00子ども食堂の昼
食もしくはお弁当の提供 12：30解散 

 
①「夏休み宿題お助け塾」のボランティア希望者への説明会・研修会（2時間程度、ワークショップ
あり）に参加 
 ⇒（目的）団体の全体像から今回の活動の趣旨。具体的な現場での支援についての研修。 
8/21（日）14；00～16：30 担当：山田・濱住 
 
②8月25～27の3日間に開催予定の「夏休み宿題お助け塾」への活動参加 
【活動に参加するとともに、他のボランティアや子どもの保護者、さらに町会役員のインタビュー】 
 ⇒（目的）活動に参加し、支援を実体験。さらに町会の関係者から地域貢献と協働の意義につ
いて詳しくヒアリング 

8月25日（木） 9：30～12：30  担当：ユースコミュニティー役員＆職員 
8月26日（金） 9：30～12：30 
8月27日（土） 9：30～12：30 
開催場所 白山神社 東京都大田区東嶺町31番17号 池上線「久が原駅」徒歩2分 



【ふきのとうの会／全国食支援活動協力会 インターンシップ内容】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

・7月 24日（日） 「食でつながるフェスタ東京 2022」 

・8月 19日（金） 「広がれ、こども食堂の輪！推進会議」 

・8月 24日（水） 配食ボランティア体験 

・9月 ☆要調整  会食会体験 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

◎「食でつながるフェスタ東京 2022」 

日時：7月 24日（日）11:00~16:00 （10:30~入場可能） 

場所：飯田橋セントラルプラザ（東京都新宿区神楽河岸 1－1 JR・地下鉄飯田橋駅直通） 

プログラム：基調報告、講義、リレートーク、交流会 等 

☆当日は配食サービスやこども食堂に取り組まれる方の他、企業様、社協様等も参加予定で

す。 

 

◎「広がれ、こども食堂の輪！推進会議」 

日時：8月 19日（金）14 時～16 時  

場所：飯田橋レインボービル B 会議室 

（JR 飯田橋駅西口 下車 5 分 地下鉄 有楽町線・東西線・南北線 飯田橋駅神楽坂 B3

出口 下車 5分） 

☆子どもの居場所づくり支援に関わる方々が集まられます。 

 

◎配食ボランティア体験 

日時：8月 24日（水）8時 30 分～17時（調理 8：30～11：00、配達 15：00～17：00） 

場所：「食事サービスサポートセンターだんらん」 

世田谷区鎌田３－１３－１（第 2調理室） 

二子玉川駅から成城学園前駅行きバス→「砧南中学校」下車徒歩 1分 

持ち物：エプロン、三角巾、昼食代 400 円 

服装：マニュキュア×、火や刃物を使うので、露出の多い服装は避けてください 

☆実施にあたり細菌検査が必要になります。ふきのとうで利用しているものをお渡しいた

します。結果が出るのに 1 週間くらいかかります。8 月入ってすぐに実施いただければ幸い

です。 

 

◎会食会への参加 

日時・場所：9 月以降で予定。また詳細決まり次第連携いたします。 



 

 

 

 

 

社会的企業グループ：チームの皆さんへ 

特定非営利活動法人 APLA 

今回の活動では、主に規格外バナナを活用するプロジェクトのイベントでご協力いただきました。 

まずイベント開催まであまり時間がなかったこと、そして活動内容もこちらから提示してしまったこと

で、参加してくださったお二人がやりにくかったかもしれません。そんな中でも、意見を出していただき、

広報の面で主に活躍してくださいました。 

またイベント当日もほかのインターンの学生と協力して、テキパキと主体的に行動し、イベントの運営を

スムーズに進めることができました。展示の仕方や商品の配置、お客さんへの接し方など様々な面で積極

的にアイディアを出し、イベントを盛り上げてくれました。 

本当にありがとうございました。ここでの経験が今後の学生生活に少しでも役に立つとうれしいです。  

また機会があったら、ぜひご協力ください。 

事務局長 野川 未央 

ぽこぽこバナナプロジェクト 福島 智子 

以下 スタッフ一同 

特定非営利活動法人ユースコミュニティー 

約 2か月間にわたるインターンシップへの参加大変お疲れ様でした。 

一生懸命な熱意に押される形で、私自身非常に有意義な時間を過ごせました。 

またフレッシュな目線で参加していただいたことで、あらためて団体の理念やこれまでの活動を振り返

るよい契機になったと思っております。 

今回のインターンシップで経験したことが、高木さんの今後の糧になれば幸いです。ありがとうございま

した。 

代表理事 濱住 邦彦 

社会福祉法人ふきのとうの会/全国食支援活動協力会 

この度はインターンシップへのご参加ありがとうございました。対面でのプログラムで緊張するところ 

もあったかと思いますが、お二人とも積極的に・関心を持って臨んでいただけたことを大変嬉しく思って 

おります。お近くにいらっしゃった際にはぜひお立ち寄りください。これからの皆さんの活躍を楽しみに 

しております。ありがとうございました。 

事務局 井藤 ゆり 

 

大変おつかれさまでございました。実りのあるインターンシップになりましたことを願っています。 

毎度熱心に当会含む関連団体についてご質問を頂き、私自身もその熱意に負けず恥ずかしくないよう 

日々の業務に取り組もう、とより一層気を引き締める機会となりました。その熱意のまま興味・関心ごと 

を掘り下げて頂き、ご納得された上でキャリアの第一歩を歩まれることを祈っています。 

事務局 山森 奈於  

 

学生チームへの贈る言葉 





















場所 場所 場所 本店：第２会議室

３日目

9月2日（金）

就農者による農業体験

15:00～

（30分）
GW発表

１日目

８月30日（火）

※雨天の場合８月31日（水）

オリエンテーション

座学

（ＪA・協同組合について）

就農者との自己紹介

２日目

9月1日（木）

金融事業・共済事業紹介

ロールプレイング

※GW=グループワーク

※休憩時間は適時設けます

13:30～

（90分）
GW

次回の説明

16:00

16:00 閉会

13:00～

15:30

（150分）
15:30～

（30分）フリートーク

さがみ農業協同組合2022年度 つながりインターンシップ＠協同スケジュール

※内容は変更となる場合がございます

10:00～

（10分）
開会

13:00～

（10分）
開会

13:00～

（10分）
開会

10:10～

11:30

（80分）

自己紹介
13:10～

（80分）

13:10～

（20分）
GWについて説明

14:30～

（60分）

16:00

※時間配分は目安です

綾瀬支店会議室・生産者圃場 本店：第２会議室

体験についての

感想・意見

15:30～

（30分）
フリートーク

閉会

閉会

15:30～

（30分）
次回の説明

ＪＡさがみ　総合企画室地域ふれあい課



 

 

 

 

 

 

農業協同組合グループ：チームの皆さんへ 

さがみ農業協同組合 

この度は、３日間のインターンシップ、本当にお疲れ様でした。 

３日間の対面でのプログラムをすすめていただいたなか、一つひとつのスケジュールに対し真剣に取組

み、質問・意見・行動をされていた積極性は、今後もお２人の強みとして活かしていけると感じました。

自己紹介では、「自分を野菜に例えると？」の項目で「レタス（色々やりたがりで、広がっているから）」

とありましたが、その例えのとおり、どのプログラムにも興味深く取組まれていた姿がとても印象的でし

た。窓口応対のロールプレイングの際、自然な笑顔でスムーズに取組めており、またＪＡ事業の一つであ

る金融について興味を持てたとのことで、新しい可能性につながったことと思います。今後も「オクラ」

のようにネバネバ→粘り強く進んでいってください。 

社会に出て仕事をするうえでは、年齢や立場などが異なる人、さらには自分とは考えが異なる人が必ず出

てきますので、良いこと、嫌なこともあります。しかしそのなかでも、今回のインターンシップでお２人

が得て、感じた「つながり」を是非意識して活躍していただければ幸いです。 

ＪＡさがみで経験された３日間が未来に繋がりますようお祈りしております。 

 総合企画室        大澤 健司

総合企画室地域ふれあい課 佐藤 由美

総合企画室地域ふれあい課 福田 佳奈

総合企画室地域ふれあい課 西部 敬 

 

ＪＡ神奈川県中央会 

農協系チームの皆様、2022つながりインターンシップ＠協同に参加いただき、その中でも「農協系」 

を学びの場に選んでいただいたことに改めてお礼申し上げます。 

神奈川県には１２、全国には５００を超えるＪＡがそれぞれ地域に根ざした事業・活動を展開してい 

ますが、その代表的・先進的なＪＡであるＪＡさがみの現場を直に体験されたことは、皆様にとって大 

変濃密で有益な時間であったのではないかと思います。 

今回のインターンシップでの経験は、これから先、皆様がＪＡに限らず協同組合や非営利団体につい 

て学びを深めたり、職員として働いたり、事業を利用したり、運営に関わったりするうえでの考え方の 

基本となり、さらには協同の意味を他の人にも広めていく原動力になるのではないでしょうか。 

修了報告会の発表では、なぜ組合員とのつながりを深めることが大切なのか、協同組合で働くうえで 

地域にどう関わっていくべきなのか十分に理解されていることが、よくわかりました。また、農家の方 

との話合いで得られたであろう農と食への熱い想いが、作成されたＰＯＰにとてもよく出ていると感じ、 

大変うれしく、頼もしく思います。今後の活躍に大いに期待しています。 

総合企画部 岩堀 義一 

総合企画部 杉本 直子 

 

学生チームへの贈る言葉 











生活クラブ生協・神奈川 2022 年度夏季の３Days インターンシップ プログラム 

日程 時間 テーマ 講師・担

当 

内容 備考 

8/25 

（木） 

10：00～10：30

（30） 

インターンシップオ

リエンテーション 

総務部 ・インターンシップのプログラム説明 

・参加者自己紹介 

集合（9：55）生活クラブオルタナ

ティブ生活館（新横浜駅徒歩 7分） 

10：30～12：00

（90） 

生活クラブを学ぶ 希代常務

理事 

・生活クラブの運動と事業 

・生活クラブで働くという事 

講義と質疑 

12：00～13：30 

（90） 

生活クラブの消費材

試食 

 ・調理実習 

 

 

13：30～15：00 

（90） 

生活クラブの共同購

入運動と消費材 

総務部 ・生活クラブの共同購入運動の概要と意義を学ぶ 

・消費材を学ぶ 

 

8/31

（水） 

 

9：00～12：00 

（180） 

職場見学と職員との

懇談会 

あやせ 

センター 

・センター見学・生活クラブの仕事（動画視聴） 

・職員との懇談会 

集合は湘南台駅 

あやせセンターで実習 

12：00～12：40 

（40） 

昼食休憩  ・生活クラブの消費材でランチ 

 

 

12：40～14：40 

（120） 

生産者交流会 提携生産

者 

・生活クラブの提携生産者とのオンライン交流会 

・生活クラブの生産者との対等互恵の関係性を学ぶ 

 

14：40～15：00 

（20） 

2日目の振り返り    

9/6 

（火） 

 

10：00～12：00 

（120） 

ソーシャルインクル

ーシブな地域社会づ

くりに向けた事業 

フードバン

クかながわ

事務局次長 

土山氏  

・組合員のたすけあいから、支え合える地域社会づくりに向け

た地域での活動への広がりとフードバンク事業の理解 

・ボランティア体験 

終了したらオルタ館へ移動 

お弁当を用意します 

13：30～15：00 

（90） 

インターンシップ 

振り返り 

総務部 ・学んだことをまとめて発表しあう  

 



企画内容 獲得目標 担当 日程 実習場所

①生活クラブ生協への理解を深める講義

生活クラブ生協の法人理念を理解する。

生活クラブ生協・東京増田理
事長

②福祉事業への理解を深める講義 福祉事業の基礎知識を理解する。

たすけあいネットワーク事業
部若松課長

③生活クラブ 保育園ぽむで働く栄養士の話 生活クラブ保育園において栄養士の果たす役割について理解する。 生活クラブ保育園ぽむ国分寺
林管理栄養士

④大人の総合学習（講義）
「私の食が世界・地球をつくる」

生活クラブの食育の取組みを理解する。

ＮＰＯ法人
ＣＳまちデザイン近藤理事長

⑤配送センター、デポーの説明

配送センター、デポーの業務の流れを理解する。

総務部人事教育課伊達

李マネージャー

8月29日（月）
9：30～15：30 デポー西東京

鈴木マネージャー

8月29日（月）
9：30～15：30 デポーすぎなみ永福

実習②

保育園「ぽむ」 子育て中の家族を対象とする事業を体験する 保育園の目的、食を通した取組みの理解する。  （通園児童との交流） 管理栄養士林祐子様

9月5日（月）
9：00-15：00 生活ｸﾗﾌﾞ保育園

「ぽむ・保谷」

実習③

援農NPOたがやす

での農作業体験

地場生産者の畑での農作業を体験する。 畑で農作業をすることで、食の生産現場を体験し理解する。 ＮＰＯたがやす斉藤様 9月15日（木）
9：00-12：00

体験農園
（町田市薬師池近辺）

長谷川センター長

9月21日（水）
8：40～17：00 北東京生活クラブ大泉セン

ター

長尾センター長

9月30日（金）
8：40～17：00 23区南生活クラブ大田セン

ター

実習④

配送センターで配送車に同乗し配

達補助
共同購入の配送を体験する 消費材の配達現場から組合員対応を学ぶ（接見業務）。

ガイダンス
8月25日(木）
10：00～16：40

生活クラブ館世田谷区宮坂
3-13-13

実習①

店舗「デポー」での作業
共同購入の店舗業務を体験する

店舗を利用する組合員との接見業務について学ぶ。また、バックヤード
の重要性を理解する。



 

 

 

 

 

 

 

生活クラブ生活協同組合グループ：チームの皆さんへ 

 

 

お疲れ様でした。生協・生活クラブの特徴と社会問題への取り組みを知りたいと目的意識を持って参加

され、そのことは報告集会で明確に示されていました。素晴らしいと思います。プログラムの中でも積

極的に質問したり、参加者と意見交換したり、前向きな姿勢で取り組んでいました。短い期間の中でも

生活クラブが大切にしていることをきちんと見つけてくれました。 

生活クラブは生活に必要な材、機能、人の関係性を組合員自身が作り続けてきました。地域の中で自分

たちの生活の場から、自分たちの参加で作っていくことは容易ではありませんが、課題が山積している

今の日本社会の中で、遠回りのようでいて、一番の確実な道だと思っています。生活クラブには「おお

ぜいの私」という言葉があります。「私たち」との違いは、一人一人が尊重されること、一人一人の行動

が重要だということです。これからの人生で、そんな思いを心のどこかにおいて歩んでいただけたら嬉

しいです。 

生活クラブ生活協同組合・神奈川 

人事教育課    一政 伸子 

 

参加された学生の皆様が、真剣に生活クラブのことを考えて頂き、自分たちなりに噛み砕いて報告をま

とめて頂くという全てのプロセスを非常に興味深く見守らせて頂きました。生活クラブ生協の取組みを

学生の皆様の客観的な視点でとらえて頂きとても貴重な意見や感想を頂けたことを嬉しく思います。 

SDGs という言葉が生まれるずっと前から生活クラブ生協の組合員一人ひとりが 50 年以上の歳月をか

けて進めてきた活動を若い世代が理解する機会になっていればと思います。この先 10年、20年先の未

来のために、生活クラブの活動に共感する人が増えていけばと思いますので、今回学んだことを今後の

人生にも是非活かして頂ければと思います。他のチームの活動報告もとても興味深いものでした。 

皆様と同じ価値観を共有できたことを誇りに感じます。私たちとしても今後の取組に活かしていきたい

と思います。短い間ではありましたが濃厚なインターンシップお疲れ様でした。 

生活クラブ生活協同組合・東京 

人事課 伊達 亮太朗 

 

 

 

 

学生チームへの贈る言葉 









生活協同組合パルシステムグループ プログラム 

 

 

受入団体：パルシステム東京、パルシステム神奈川、パルシステム千葉、パルシステム埼玉 

       パルシステム連合会 

 

 

日付 時間 開催形式 プログラム プログラム詳細 

8/3(水) 13：00～16：00 
WEBまたは

対面 
オリエンテーション 

★パルシステムグループ 概要 

★商品試食＆学習 

★パルシステムのカタログ比較ワーク 

8/4(木) 13：00～16：00 対面 産地見学、施設視察 
パルグリーンファームの見学 

施設視察等 

8月 16日 AM オンライン 供給・営業仕事座談会   

未定 調査インタビュー 

・学生から要望があった場合に、実施し

ます。 

・内容は職員へのインタビューです。 

8月末 13：00～15：00 
WEBまたは

対面 
まとめ 

・学生同士で振り返りを行い、まとめを

行います。 

 

 

【オリエンテーション実施内容】 

日付 時間 開催形式 プログラム内容 

13:00 13:10 ガイダンス ・本日の流れ／・全体の流れ 

13:10 13:30 アイスブレイク ・自己紹介 

13:30 14:15 概要説明 ・パルシステムとは／・商品が届くまで 

14:15 14:20 小休憩 

14:20 14:40 商品学習 カスタードプリン／ポテトチップス／ロースハムスライス／キャロっとさん 

14:40 15:00 パルシステムの産地とは ・パルシステムの産直とは／・パルシステムの産地とは 

15:00 15:20 カタログを見てみよう ・コトコト、きなりの紹介 

15:20 15:30 休憩 

15:30 15:50 意見共有 ・今日の感想／・質問／・調査インタビューの実施有無 

15:50 16:00 事務連絡 ・今後のスケジュール 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

パルシステム生活協同組合グループ：チームの皆さんへ 

 

 

インターンシップへの参加、お疲れ様でした。 

コロナの影響もあり、オンラインが中心のインターンシップとなりましたが、 

施設視察と圃場見学は実際に行っていただくことができて本当に良かったです！ 

最後のまとめの発表は、参加して学んだことが「皆さんの言葉で」しっかりと伝えることが出来ていた 

と思います。 

インターンシップ中にたくさん質問し、積極的に参加してくださった成果だと思っています。 

これからも「質問力」や「積極的な参加姿勢」を大切にして、ご自身の成長に繋げていってくださいね。 

まだまだコロナ禍が続いており、行動しにくい部分もあるかもしれませんが 

貴重な学生時代、色々な挑戦や経験をしていただき、また何かのご縁で皆様にお会いできると 

とても嬉しいです。応援しています！！ 

 

 

パルシステム生活協同組合連合会 人事部人事 1課   柴﨑 知子 

                              人事部人事１課   若林 祐貴 

生活協同組合パルシステム東京  人事部人事・育成課 平澤 一樹 

                              人事部人事・育成課 庄司 万里恵 

                              人事部人事・育成課 吉沼 文弥 

生活協同組合パルシステム神奈川 人事部採用育成課  金子 萌菜 

生活協同組合パルシステム千葉  管理本部人事教育部 藤井 貴子 

                              管理本部人事教育部 柏原 勇太 

生活協同組合パルシステム埼玉  総務部人事課    渡部 慎太郎 

 

 

    

 

 

 

学生チームへの贈る言葉 











日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会 

２０２２年度夏の協同労働インターンシップ（５DAYS） 

【日程】 

【開催趣旨】 

【開催方法】 

オンライン（ＺＯＯＭ）と対面の併用 

 

※本プログラムは、2022年4月入団の新入団者研修ならびに、2023年4月内々定者フォローPG、 

つながりインターンシップ＠協同、大学生のインターンシップ受入、過去のインターンシップ参加者等の

合同企画で実施します。 

日程 内容 

８/２３（火） 

10:00～16:00 

AM）自己紹介、報告「ワーカーズコープ（協同労働）の説明」 

PM）ワークショップ①「自分史づくり」 

８ /２４ （ 水 ）

10:00～16:00 

AM）報告「なぜ、いま社会に協同労働が必要とされているのか」 

PM）ワークショップ②「『こんな社会になったらいいな』を話し合おう」 

８ /２９ （ 月 ）

10:00～16:00 

AM）報告「私にとって学びの場とは」 

PM）ワークショップ③「あなたにとって学びとは」 

９/５（月 

）10:00～16:00 

AM）報告「協同労働を中心に置いた現場づくり」 

PM）報告「那須事業所での実践と私が協同労働で大切にしたいこと」 

９/８（木） 

10:00～16:00 

AM）報告「これからの若者に労働者として期待すること」 

PM）ワークショップ④「自分はどんな人間として生き、働きたいか」 、５日間

のまとめ 

皆さんは、「生きる」こと・「働く」ことにどのようなイメージを持っていますか？ 

「生きる」の大部分を占める「働く」時間。多くの人が自身の成長を実感で き、自分らしく

働きたいと思っているのではないでしょうか。 

そのような人々の想いの裏で、働く人の意見がないがしろにされ、上から下に命令を下

されるような労働の在り方が「当たり前」になっています。 

私たちワーカーズコープは、「協同労働」という働き方を通じて地域で必要な事と働く場を

おこし、話し合いを大切にした関係性づくりや持続可能 な地域づくりをしています。 

また、仕事や多様な関係性の中で、自分、ともに働く仲間、地域や市民の変化・成長に

価値を置き、人間らしく誰もがいきいきできる職場づくり・地域づくりを目指しています。 

２０２２年１０月に、ワーカーズコープの法律が施行されます。 

働きながら社会について考え学び合うことができる私たちの働き方＝「協同労働」を是非

知ってもらいたいと思っています。 

 



● インターン受け入れスケジュールなど 

学生の問題意識 日程① 内容 日程②  

貧困問題（ネットカフェ利用者／住居喪失

不安定就労） 

8/25 

（木） 

配送添乗と倉庫作業など（小平センター） 8/26 

（金） 

片付け事業手伝い 

ニート、SNEP の増加（社会的負荷の増大

／つながりの欠如 

8/25 

（木） 

配送添乗と倉庫作業など（小平センター） 8/31 

（水） 

配送添乗と倉庫作業など（小平センター） 

若者の生き難さ（多様な生き方を認める社

会へ） 

8/25 

（木） 

配送添乗と倉庫作業など（小平センター） 8/31 

（水） 

配送添乗と倉庫作業など（小平センター） 

人間らしい働き方（民主主義と主体的参加

／協同組合の課題） 

8/25 

（木） 

配送添乗と倉庫作業など（小平センター） 8/31 

（水） 

配送添乗と倉庫作業など（小平センター） 

 

・持ち物：飲み物・タオル・帽子（日差しが強いため）・着替え（汗をかきます） 

・服装：制服のポロシャツをお貸しします。チノパン、スニーカーなど動きやすく涼しい恰好をしてください。 

※ 業務中は新型コロナウイルス感染予防のためマスクを着用していただきます。汗でぬれますので替えのマスクもお持ちください。 

・時間：配達添乗の方は小平センター2 階事務所に午前 8：30 までにいらしてください。 

    片付け事業手伝いの方は下記わだちえっさほいさ事務所に 8：30 までにいらしてください。 

    どちらも 17：00 を目途に終了を予定します。 

・作業内容： 

配送添乗⇒ 生協の配達に添乗し、荷台でのピッキングや片付けや、組合員への対応、帰着後の倉庫作業、注文書の確認などを行っていただきます。 

片付け事業手伝い⇒ 一般のお宅の片付けに同行し、荷物の分別や運搬を行っていただきます。 

・昼食：昼食代を補助いたしますが、コンビニなどで購入することになるため、コンビニ食などが合わない方はご持参ください。 

・住所：多摩きた生活クラブ生活協同組合小平センター 東京都小平市花小金井 8-13-4  

    わだちえっさほいさ事務所 東京都小平市小川町 1-411-3 ヴィラ・リビエール 1 階 

 



 

 

 

 

 

 

労働者協同組合グループ：チームの皆さんへ 

ワーカーズ・コレクティブ 

つながりインターンシップお疲れさまでした。 

中途採用がほとんどの弊組合では、学生の皆さんが来て真摯に仕事に向き合う姿がとても新鮮でした。働

くことは単純作業の連続や、クレーム処理、人間関係など嫌なこともたくさんあります。実際に添乗して

作業する中でも目にすることがあったかもしれません。そんな中でも仕事していれば自分の成長を感じ

ることや組合員から感謝の言葉をいただくことがあります。働くモチベーションは一人ひとり違います

が、それぞれが人から必要とされ、配達を待っている組合員がいることを理解し働いています。皆さんが

今後働くときはその仕事は誰のどんな役に立っているか考えてみてください。そうすることで仕事のや

りがいや目的を見つけられると思います 

今回のインターンが皆さんが社会に出て働く上で、私たちの組織にきて一緒に働いたことが良い経験に

なったと感じていただけていたら幸いです。皆さんの今後の活躍を心よりお祈り申し上げます。 

企業組合ワーカーズ・コレクティブ轍ケイアッシュ 田上 悠紀人 

 

猛暑の２日間「ワーカーズ・コレクティブ轍ケイアッシュ」での実地体験お疲れさまでした。 

複数のワーカーズメンバーとの体験で、少しずつ違う仕事観など感じていただけたかと思います。 

受入れ団体では、社会人になる前の学生の皆さんと働く機会を頂けたことに感謝し、協同労働の実践者と

しても、多くの気づきをいただいたようです。 

報告会でのいきなりの「協同労働の課題」というタイトルにはこれまでにない衝撃を受けましたが、座学

や見学、体験から、掘り下げ客観的に「協同労働」を分析していただいたことに感謝するとともに大学も

学年も違う皆さんが協同で作成した報告資料にも感動しました。 

同じ体験や学びをともに行い、協同で作業をすることを通し「協同組合」や「協同労働」のほんの一部で

も感じ取っていただけたならうれしいです。 

この経験が、今後「働く」を考える場面で何かしらのエッセンス的な役割が果たせますように。 

ワーカーズ・コレクティブ ネットワーク ジャパン 藤井 恵里 

日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会 

５日間のインターンシップ参加、ありがとうございました。私たちが学び合いの場をつくる上で大切に 

しているのはアウトプットをすることですが、そのような自分の言葉で表現し学び合う場に戸惑った方、 

疲れた方もいたのではと思います。その中で、皆さんがこれまで歩んだ軌跡とインターンシップの中で 

感じたことをありのままに表現してくれたことが率直に嬉しかったです。 

今回のインターンシップでは、本質的なテーマを学び合うことに重きを置きました。 

その中で、皆さんがどのようなことを感じたのか？ 

を是非これからの「生きること・働くこと」を考える場面に生かしてもらえたらと思っています。また、 

今回のご縁を大切にしたいと思っていますので、今後もよろしければ、私たちのインターンシップや研 

修などにご参加いただいて、より多様な「協同労働」の働き方と、自分自身の生きる・働くとは何か？ 

を一緒に学び合えたら嬉しいです。また、お会いしましょう！ 

未来人財部 浦上 航 

                                          大菊 友梨子 

 

学生チームへの贈る言葉 











協同金融グループのインターンシップ実習報告から 

城南信用金庫 

 

 

月日 時間 活動内容 内容・感想・発見・他 

8/17 

10:00 

～

12:00 

城南信用金庫  

城南信金の歴史、働き方、仕事内容、事業継承の仕事について学ん

だ。女性でも働きやすい環境で自分に合っていると感じた。 

・むやみやたらに融資はしない 

・お客様本位の取り組みを数多く行っている 

・事業継承支援部は今後さらに重要に 

8/23 

9:00 

～

11:00 

労働金庫協会 

労働金庫の仕事、協会とのつながり、働き方、について学んだ。全くわ

からないところからのスタートだったので、楽しかった。 

・そもそも労金とはなにか 

・労働組合会員の金融機関 

・知名度が課題 

労働金庫協会は、他の金融機関と言われる地方銀行、信用金庫等とど

のような違いがあるのか、また、働き方について具体的に学ぶことがで

きた。 



 

 

 

 

 

 

協同金融グループ：チームの皆さんへ 

一般社団法人全国労働金庫協会（ろうきん） 

まずは、金融系を選択していただきありがとうございます。ろうきんは、働く人の夢と共感を創造する協

同組織の福祉金融機関です。今回のインターンシップを通じて、みなさんが協同組織や福祉金融機関につ

いて、熱心に学び、理解していただいたことを修了報告会の発表を聞いて、心から感じました。私自身も

人と人とのつながりの大切さ、応援したくなる、愛される要素や誰のための金融機関であるかについて、

みなさんから改めて教わる機会となりました。 

今後、みなさんが、本格的な就職活動を行っていく中で、今回のインターンシップの経験を忘れずに、視

野を広げて、感性を磨き、自分自身の就職活動の立ち位置をみつけることができるように、ご活躍をお祈

りいたします。 

人事総務部 井吉 仙征 

人事総務部 小林 ちとせ  

調査役   山口 祐美 

城南信用金庫 

皆さま終了報告会お疲れ様でした。素晴らしい発表に私自身とても感動しました。 

8月にご参加いただいたインターンシップでは、沢山の疑問をぶつけていただきこちらもとても勉強に 

なりました。非常に、感謝しております。協働金融を学ぶうえで 1番大事なのは「相互扶助の精神」です。 

これから協同金融を学ぶ中で「相互扶助」とは何か。そんな疑問を持ちながら考えていくと良いかと思い 

ます。皆様におかれましては、これから就職活動も本格化します。何かわからないことがあれば、折角つ

ながった縁ですので遠慮なく、なんでも聞いてくださいね！ 

最後にもう一度、城南信用金庫について触れさせていただきます。城南信用金庫は思いやりや助け合い

の精神をどの金融機関よりも大切にしている信用金庫です。「お金がすべて」という時流を変え、地

域の皆様のために頑張っていく所存でございますので、是非今後の活動に注目してみてください。       

本当に今回はご参加いただきましてありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。 

人事部 脇谷 悠太 

 

学生チームへの贈る言葉 



 

 

今年度は、本インターンシップの企画側学生として交流会・修了報告会の運営に携わりました。新型コ

ロナウイルス感染症は、今日まで収束の見込みが立たない状況にあり、例えば交流会のオンライン化や

ヒアリング調査のオンライン化などインターンシップの活動への制約を生じさせるものでありました。

このような状況にあっても、参加学生は、インターンシップを通じて受入企業の事業内容等を学び、修

了報告会では、学びの成果を発表しておりました。 

このインターンシップを通じて、「協同」や「働くとは」等を考え、各人の栄えある人生に寄与できれ

ば幸いに思います。 

2020年度インターンシップ修了生  

つながりインターンシップに携わり続けて 3 年目となり、つながりは私たちに何をもたらしているのか

を改めて考えました。なんだか元気が出ない時に励まし合える人とのつながり、悩み事がある時に力を

貸してくれる人とのつながり。協同組合のつながりは一体感や暖かさを生み、私たちの心と身体の健康

に欠かせないものであるということに気がつきました。 

交流会と報告会を企画し運営するまでには多くのことを考え悩みましたが、全て良いものとなったこと

はひとえに学生の皆さんや社会人の皆様のご協力のおかげです。ありがとうございました。ぜひこれか

らも皆様とのつながりを大切にしていきたいです。 

2020 年度インターンシップ修了生  

様々なグループのインターンシップの報告によって、昨年に引き続き多くの事柄を学ぶことができまし

た。例えば、団体の細かな活動内容やパワーポイントを使った効果的な発表の方法など、あらゆる方面

で視野を広げるきっかけになりました。今後の学生生活でも大きな糧になると思っています。また、今

年は先輩方と企画・運営をする中で、発表する学生を支えるという立場も体験できて、大変貴重な経験

になりました。昨年より少しでもより良い修了報告会になっていたら良いなと思います。 

つながりインターンシップの名の通り、今後もなんらかの形でこのご縁を大切にしていきたいと思いま

す。                

2021 年度インターンシップ修了生  

 

今回つながりインターンに参加者かつ企画者として参加させていただけたことで、とても有意義なイン

ターンシップにすることができました。 

先輩方に助けをいただきながら、交流会や報告会に向けて様々な提案をさせていただきましたが、実際

に自分が参加者としてどのようなことがしたいのか、どのような企画であったらより学びが深くなるか、

を真剣に考えることができたので、自分自身がしっかりと明確な目的をもってインターンシップに参加

することができたと思います。 

参加者としても企画者としてもこのインターンシップに携わることが出来てよかったです。 

2022 年度インターンシップ修了生 

＊三年前より全体四企画の中で、インターン生の交流会と修了報告会を学生有志で企画運営しています。 

交流会と修了報告会を企画・運営して 



第 9期「協同を学ぶ」インターンシップ修了報告会 集合写真 

2022 年 10 月 22 日（土）14:00～17:00@日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会本部会議室にて 

＊修了報告会を 3 年ぶりに対面で開催できました。当日体調を崩した学生がおり、出席は 14 名。少し

寂しかったのですが、インターン生と自分の体験先以外の団体の皆さんとの会話も大いに弾みました。 

【事務局報告】  

第 9 期「協同を学ぶ」インターンシップ、通称「つながりインターンシップ@協同」は新型コロナウ

イルス感染症 3 年目となる今年度も無事終了しました。学生は 25 名公募に対して 20 名の応募でし

た。1 名が留学で辞退し学生 19 名、受入団体は 17 団体が参加しました。 

新型コロナウイルス感染症の影響は 3 年目もありましたが、受入団体によっては体験実習プログラ

ムを組み込むようになりました。全体企画は恒例の、①全体の顔合わせになる「キックオフ」、②体験

実習に入る前の「事前レクチャー」、③インターカレッジの学生同士の交流と体験実習を全体で共有す

る「交流会」、④インターンシップの成果報告を行う「修了報告会」の 4 企画を行いました。コロナ禍

で 3 企画は WEB 開催となりましたが、修了報告会は学生と受入団体が何とか対面で実施できました。

また、新旧インターン生有志が参加して③「交流会」と④「修了報告会」を企画運営するスタイルも 3

年目となり定着してくると同時に学生自身が手掛ける領域も広がってきています。 

一方で、第 6 期まで順調に参加学生が増えてきましたが、コロナ禍によって参加学生からの口コミ

が途切れた影響は大きく、今年度もキックオフに向けた準備に入るギリギリのタイミングまで 2 次募

集を行いました。また、新型コロナウイルス感染症によってライフスタイルの変化があり、その影響

も色濃く出た年度になりました。人と人とのつながりを実体験として学べることが「協同性」を育む

重要な要素になります。コロナ禍で WEB 中心のプログラムにならざる得ない中、事務局が学生と直

に接することができたのは修了報告会のみでした。そのためもあって、学生との距離の縮め方や個性

の把握がしにくいこと、必要に応じて電話連絡もしますが SNS 中心のやりとりは便利な反面、一方通

行になりやすいこと等課題も浮き彫りになりました。 

「協同を学ぶ」には体温を感じられる距離でのやりとりや対面がもたらす効果が大きいことを改め

て痛感しました。体験実習プログラムの充実もまためざしていきたいところです。 

次年度は第 10 期です。白紙から始まったインターンシップでしたが、全体を振り返り今後のグラン

ドデザインを引き直す時期にきたようです。今年度は第 9 期までの学生に焦点をあて、その成長や教

育的効果・成果の分析を進めました。そのまとめを公表できればと現在準備しています。 



 

第 9 期「協同を学ぶ」インターンシップ実施報告書 

「つながりインターンシップ@協同」2022 年度 

2022 年 12 月 31 日発行 

編集・発行 一般社団法人くらしサポート・ウィズ 

〒169-0072 東京都新宿区大久保 3-2-4 出光新宿ビル 4 階 

TEL 03-6205-6719 

http://www.kurashidial.or.jp/ 

*許可なく本冊子からのコピー・転載はご遠慮ください。 

 


